
 

 

  

杵築市小・中学校研究主任研修会 

 

昨年度までお世話様になりました杵築市小・中学校の、研究主任研修会におよば

れしました。杵築市は教育委員会と校長会や杵築市教育研究協議会との協働的な活

動が盛んであり、今回も、各校の研究主任だけでなく、担当の校長、教頭先生に加

え、市教委の真砂課長や指導主事も参加されグループでの協議では共に意見を交流

していました。ある先生が「授業研究については、長年このように行政と現場が共に考えてきました。ここで、

研究主任としての在り方を学んできました」と、おっしゃっていたように、９０分という（実際は１００分以上）

皆さん熱心に参加されていました。 

研究主任とは？ 
最初に「『研究主任とは』と、聞かれたら何と

答えますか？」と聞きました。答えは皆さん異

なりますが、そこに、今の立ち位置が見えてき

ますね。次に、交流することで新たな価値を発見

できます。研修の終了後には、もう一度考えて頂

きました。 

校内研究は何のために行うの？ → その目的に進んで？ 目的を達成するには？ 

同じように、校内研究の目的についても協議をしました。 

 ○教師の授業力の向上のため 

  目的を共有することで、協同的に実践できる。 

  新たな授業方法を知り、実践力をつける。 

 ○子ども達が充実した学校生活をおくるため 

  「できた」「わかった」「楽しい」「学び合う」よさを知る。 

  皆で子ども達の良さを引き出し、課題を克服できる。 

研修終了後、ある校長先生が「これが杵築市の強みです。授業改善こそが我々の使命です」と。さすがです。 
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授業こそ杵築市の強みだ！ 


